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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第15期
第３四半期
連結累計期間

第16期
第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 7,948,741 5,128,607 10,564,767

経常利益又は経常損失(△) (千円) 55,365 △86,759 35,091

四半期純利益
又は四半期(当期)純損失(△)

(千円) 12,403 △105,059 △41,480

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 12,401 △105,077 △41,488

純資産額 (千円) 590,385 437,481 541,327

総資産額 (千円) 2,759,821 1,490,654 2,576,785

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は
四半期(当期)純損失金額(△)

(円) 0.69 △5.80 △2.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 0.68 ― ―

自己資本比率 (％) 20.4 27.1 19.7

　

回次
第15期
第３四半期
連結会計期間

第16期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △3.20 △2.62

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第15期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４. 第15期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額及び第16期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失であるた

め、記載しておりません。

５．第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年

６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平

成22年６月30日公表分）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック

・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの

公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

当該会計方針の変更は遡及適用され、第15期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額について遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事
項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前連結会計年度の有価証券
報告書に記載した「事業等のリスク」の内容についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成24年７月27日開催の取締役会において、当社の完全子会社である株式会社インターライド
を吸収合併することについて決議し、同日付で合併契約書を締結いたしました。
合併契約の詳細につきましては、「第４　経理の状況　第３四半期連結財務諸表　注記事項(重要な後発
事象)」に記載のとおりであります。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、震災復興需要などにより足元は底堅く推移して
いるものの、先行きは依然として不透明な状況にあります。
　一方、当社グループが属するインターネット広告市場は、㈱電通発表の「2011年　日本の広告費」により
ますと、前年比104.1％の市場成長となっておりますが、スマートフォン向け広告の成長の反面、フィー
チャーフォン向け広告が減少したことにより、モバイル広告市場は前年までの拡大傾向から一転して市
場が減少傾向にあります。
　こうした環境のもと当社グループは、スマートフォンの普及拡大及びインターネット広告領域における
アドテクノロジーの進化という環境変化への対応を図るべく、広告領域における新たなソリューション
提供と、スマートフォン時代における自社メディア事業への注力取組みを強化してまいりました。また、
その過程において、これまで成長を牽引してきたモバイルメディアレップ事業の譲渡をはじめとした組
織体制の見直しを図ってまいりました。
これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は5,128,607千円(前年同期比35.5％減)、営業損失
は81,006千円(前年同期は59,659千円の利益)、経常損失は86,759千円(前年同期は55,365千円の利益)、四
半期純損失は105,059千円(前年同期は12,403千円の利益)となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①モバイル広告事業

モバイル広告事業には、モバイル広告媒体を専門に仕入れ、広告会社へ販売するモバイルメディアレッ
プと、モバイル広告を中心とした企画やソリューションを広告主に提供するモバイル広告代理が属して
おります。
モバイル広告事業におきましては、消費者の利用する携帯電話端末が従来のフィーチャーフォンから
スマートフォンへ移行し、フィーチャーフォン広告市場が縮小していることから、スマートフォン広告へ
の対応強化を図るとともに、インターネットマーケティングの戦略的運用支援を行う「トレーディング
デスク」部署を創設し、最新の広告配信技術やターゲティング技術を活用したデバイスを問わないソ
リューション提供も開始しております。これらの結果、売上高は3,840,832千円（前年同期比44.8％減）、
セグメント利益は78,680千円（前年同期比67.5％減）となりました。 
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②メディア事業

メディア事業には、「Discodeer」をはじめとしたアプリの開発・販売・運営等を行うスマートフォン
サービス、オプトインメール「ドリームメール」や「DE Mail」等のメール広告、インターネットリサー
チである「ターゲットリサーチ」、連結子会社である㈱インターナショナルスポーツマーケティングが
営むスポーツマーケティング等が属しております。
スマートフォンサービスにおきましては、音楽プレイヤーアプリ「Discodeer」のヒットや、㈱KDDIが
サービス提供している「auスマートパス」の「アプリ取り放題」へのアプリ提供を通じて、収益を拡大
しております。メール広告におきましては、ウェブサイトの収益化やスマートフォンアプリとの連動と
いった施策を実施してまいりました。インターネットリサーチにおきましては、当社のデータベースを最
大限活用して、顧客・案件の多様化に取り組むとともに、プロモーション案件の拡大にも努めてまいりま
した。また、スポーツマーケティングにおきましては、ソーシャルカードゲームの権利許諾や「スイーツ
マラソン」の展開等、新たな収益源の確保に取り組んでまいりました。これらの結果、メディア事業の売
上高は1,287,775千円（前年同期比29.8％増）、セグメント利益は60,131千円（前年同期比57.0％増）と
なりました。

　
（2）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、1,490,654千円となり、前連結会計年度末と比べ、1,086,130
千円の減少となりました。また、当第３四半期連結会計期間末の負債は、1,053,173千円となり、前連結会
計年度末と比べ、982,285千円の減少となりました。これらは主に、フィーチャーフォン向け広告の縮小に
伴うモバイル広告事業の販売減によるものであります。
当第３四半期連結会計期間末の純資産は、437,481千円となり、前連結会計年度末と比べ、103,845千円
の減少となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 74,000,000

計 74,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,628,83018,628,830
大阪証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）
単元株式数は100株であります。

計 18,628,83018,628,830― ―

(注)   提出日現在の発行数には、平成24年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（旧商法に

基づき発行された新株引受権の権利行使を含む。）により発行された株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日
～

平成24年９月30日
─ 18,628,830 ― 1,308,628─ 530,259

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
　　
(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年６月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

　

① 【発行済株式】
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　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

　普通株式
510,500

― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式　　　　　　　　
　　

18,117,200
181,172 ―

単元未満株式
　普通株式

1,130
― ―

発行済株式総数 18,628,830― ―

総株主の議決権 ― 181,172 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が200株(議決権２個)含まれてお

ります。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式 32株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社スパイア

東京都渋谷区渋谷一丁目
２番５号

510,500─ 510,500 2.74

計 ― 510,500─ 510,500 2.74
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 非常勤取締役 細田　和宏 平成24年６月30日

　

(2) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

非常勤取締役
取締役 DE事業本部長
兼　リサーチ事業本部長

細田　和宏 平成24年５月22日

取締役CFO 経営本部長　兼　
データベースメディア事業本部長　兼
　リサーチ事業本部担当役員

取締役CFO 経営本部長 小川　大介 平成24年５月22日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社スパイア(E05222)

四半期報告書

 9/23



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 541,059 283,108

受取手形及び売掛金 1,573,804 813,730

たな卸資産 8,513 12,917

その他 36,106 76,963

貸倒引当金 △4,032 △3,645

流動資産合計 2,155,450 1,183,074

固定資産

有形固定資産 100,575 91,830

無形固定資産

のれん 25,806 20,140

その他 90,881 85,972

無形固定資産合計 116,687 106,112

投資その他の資産

破産更生債権等 45 45

その他 204,071 109,636

貸倒引当金 △45 △45

投資その他の資産合計 204,071 109,636

固定資産合計 421,335 307,580

資産合計 2,576,785 1,490,654

負債の部

流動負債

買掛金 1,403,051 537,464

短期借入金 97,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 135,628 146,736

未払法人税等 10,060 9,931

その他 150,029 169,034

流動負債合計 1,795,769 913,167

固定負債

長期借入金 193,305 83,253

ポイント引当金 40,971 52,988

その他 5,411 3,763

固定負債合計 239,688 140,005

負債合計 2,035,458 1,053,173

EDINET提出書類

株式会社スパイア(E05222)

四半期報告書

10/23



(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,308,628 1,308,628

資本剰余金 877,142 876,579

利益剰余金 △1,588,863 △1,693,923

自己株式 △88,776 △87,547

株主資本合計 508,131 403,738

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 75 57

その他の包括利益累計額合計 75 57

新株予約権 33,121 33,685

純資産合計 541,327 437,481

負債純資産合計 2,576,785 1,490,654
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 7,948,741 5,128,607

売上原価 6,684,971 4,009,190

売上総利益 1,263,770 1,119,417

販売費及び一般管理費 1,204,110 1,200,424

営業利益又は営業損失（△） 59,659 △81,006

営業外収益

受取利息及び配当金 159 157

その他 1,723 1,876

営業外収益合計 1,882 2,034

営業外費用

支払利息 4,407 7,219

その他 1,769 567

営業外費用合計 6,176 7,787

経常利益又は経常損失（△） 55,365 △86,759

特別利益

投資有価証券売却益 8,872 －

新株予約権戻入益 － 4,483

貸倒引当金戻入額 92 －

事業譲渡益 14,037 7,000

特別利益合計 23,002 11,483

特別損失

固定資産除却損 4,044 －

減損損失 57,360 15,525

事務所移転費用 － 5,929

事業整理損 955 －

特別損失合計 62,361 21,454

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

16,007 △96,730

法人税、住民税及び事業税 3,603 8,329

法人税等調整額 － －

法人税等合計 3,603 8,329

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

12,403 △105,059

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 12,403 △105,059
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

12,403 △105,059

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2 △17

その他の包括利益合計 △2 △17

四半期包括利益 12,401 △105,077

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,401 △105,077

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

(会計方針の変更)

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６

月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年

６月30日）を適用しております。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オプ

ションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評価

額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

　なお、これによる影響については、「１株当たり情報に関する注記」に記載しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
  至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
  至　平成24年９月30日)

減価償却費 31,380千円 45,789千円

のれんの償却額 5,229千円 5,666千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１  配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

モバイル
広告事業

メディア
事業

計

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 6,956,824991,9177,948,741 － 7,948,741

(2) セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ 8,827 8,827 △8,827 －

計 6,956,8241,000,7447,957,568△8,827 7,948,741

セグメント利益 241,901 38,290 280,191△220,531 59,659

(注) １　セグメント利益の調整額 220,531千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

全社資産である本社事務所の建物及び器具備品について、第３四半期連結会計期間において、本社移転

の意思決定を行ったことに伴い、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失に57,360千円計上してお

ります。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

モバイル
広告事業

メディア
事業

計

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 3,840,8321,287,7755,128,607 － 5,128,607

(2) セグメント間の内部売上
高又は振替高

25,205 59,375 84,580 △84,580 －

計 3,866,0371,347,1515,213,188△84,5805,128,607

セグメント利益又は損失(△) 78,680 60,131 138,811△219,818△81,006

(注) １　セグメント利益の調整額 219,818千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

全社資産である大阪支社の建物及び器具備品、「メディア事業」セグメントのソフトウェアについて、

帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計

期間においては、それぞれ10,854千円及び4,670千円であります。

　

　
（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

　
（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
　　又は１株当たり四半期純損失金額（△）

０円69銭 △５円80銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額（△）(千円)

12,403 △105,059

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額（△）(千円)

12,403 △105,059

    普通株式の期中平均株式数(株) 18,069,757 18,117,461

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ０円68銭 ―

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 198,723 ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)  当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であるため、記載しておりません。

　
(会計方針の変更)

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 

平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第４号 平成22年６月30日公表分）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するス

トック・オプションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金金額に、ストック・

オプションの公正な評価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更してお

ります。

これらの会計基準を適用しなかった場合の前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額は、０円68銭であります。
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(重要な後発事象)

当第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

（モバイルメディアレップ事業の譲渡）

当社は、平成24年５月30日開催の取締役会決議に基づき、平成24年10月１日付でモバイルメディアレッ

プ事業を当社の親会社であるデジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社に譲渡いたしまし

た。

（1）事業譲渡の目的

当社グループは、モバイル広告事業において、広告代理店を主たる顧客として広告主の目的に応じた

モバイルメディアの提案、広告枠の販売を行うモバイルメディアレップ事業を展開しておりましたが、

市場環境の変化に対応すべく、事業領域の選択と集中をより一層進めるため、当該事業を譲渡すること

に致しました。

　これにより、自社スマートフォンアプリケーション事業やアドテクノロジーを活用した新規事業と

いった、これまで以上に成長性と収益性の高い事業領域に経営資源を集約することが可能となり、事業

機会を最大限に活かすことができると考えております。

（2）事業譲渡の相手先

デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社

（3）譲渡する事業の内容

モバイルメディアレップ事業（広告代理店に対するモバイルメディアの販売、仕入）

（4）事業譲渡期日

平成24年10月１日

（5）譲渡価額

130,000千円

　
（連結子会社の吸収合併）

当社は、平成24年７月27日開催の取締役会決議に基づき、当社の完全子会社である株式会社インターラ

イドを平成24年10月１日付で吸収合併いたしました。

（1）吸収合併の目的

経営資源の集約と組織運営の効率化を図ることで、市場環境の変化に柔軟に対応できる体制の構

築を図るものであります。

（2）吸収合併の法的形式

　当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社インターライドは解散いたします。

（3）合併後企業の名称

　株式会社スパイア

（4）合併期日

　平成24年10月１日

（5）実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26

日）に基づき、共通支配下の取引として処理を行う予定であります。
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（モーションビート株式会社との合併契約締結）

当社は、平成24年10月17日開催の取締役会において、モーションビート株式会社（以下、「モーション

ビート」）と、モーションビートを存続会社として合併することを承認決議し、同日付で合併契約を締結

しました。

（1）合併の目的

当社及びモーションビートが事業を展開するスマートフォン広告・スマートフォンメディア市場

は立ち上がりの時期であり、変化が激しい事業であることから、両市場において競争力を高めリー

ディングポジションを獲得するために、両社の持つ経営資源・ノウハウ・顧客等を統合し、規模の拡

大、成長スピードの加速、ノウハウの融合を進めることにより競争力を高めるものであります。

（2）合併の法的形式

モーションビートを存続会社とする吸収合併方式で、当社は解散により消滅します。

（3）合併後企業の名称

ユナイテッド株式会社（予定）

（4）合併比率

効力発生日の前日である平成24年12月29日現在の当社の株主が保有する普通株式１株に対して、

モーションビートの普通株式0.5株を割当て交付いたします。ただし、当社が保有する自己株式につ

いては、合併による株式の割当ては行いません。

（5）合併期日

平成24年12月30日（予定）

（6）相手先企業の名称及びその事業内容

①　商号 モーションビート株式会社

②　本店の所在地 東京都港区北青山三丁目３番11号

③　代表者の氏名 代表執行役社長　金子　陽三

④　資本金の額 1,840,969千円（平成24年６月30日現在）

⑤　純資産の額（連結） 5,596,157千円（平成24年６月30日現在）

⑥　総資産の額（連結） 6,305,702千円（平成24年６月30日現在）

⑦　事業の内容 インターネット関連事業

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社スパイア(E05222)

四半期報告書

21/23



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月14日

株式会社スパイア

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    浜村　和則　　　　　    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    新村　　久　　　　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社スパイアの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年９
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スパイア及び連結子会社の平成24年
９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項
１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成24年５月30日開催の取締役会決議に基づき、平

成24年10月１日付でモバイルメディアレップ事業を親会社であるデジタル・アドバタイジング・コン
ソーシアム株式会社に譲渡した。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成24年10月17日開催の取締役会において、モー
ションビート株式会社と、同社を存続会社として合併することを承認決議し、同日付で同社と合併契約
を締結した。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上
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(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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